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目的  
児童期から思春期にかけては、心理的な成長に伴う発達危機を迎える時期である。また精神疾患はそ
の時期から初発する。こうしたメンタルヘルスの問題への対応は、早期介入による効果が大きいとされ
るが、その対応は問題が顕著になってからの個別活動が中心で、早期介入を目的とした集団への働きか
けはあまりみられなかった。それに対して篁らは早期介入を目的に小学生高学年、中学 1-3年生を対象
とした教育プログラムを作成してきた。そこで本研究はさらに発展させ幼児期から始めるメンタルヘル
ス教育プログラムを構築するため、それに活用する教育プログラムツールを開発することを目的とした。 
方法 
 既存の研究実績を活用し、以下のⅠ～Ⅳの手順で実施することとした。 
Ⅰ教育開発・実施体制のための組織化：幼児に対する教育の方法を検討するため、専門家および大学生
によって組織した研究会ベースの実施体制を構築した。 
Ⅱ児童期に向けた教育プログラムの作成：既存の小・中学生向けメンタルヘルス教育プログラムを活用
し、さらに低年齢層（小学校低学年向け）への教育を作成した。 
Ⅲ幼児期の教育プログラムツールの試行作成：教育内容と手法を吟味し、プログラムツールを作成した。 
結果 
Ⅰでは精神保健専門家２名、および精神看護学１名、社会福祉学（精神保健福祉）２名、看護大学生
2 名による研究会を組織し、月に一度のペースで教育内容とその手法を議論した。Ⅱではストーリー性
を持たせた事例を通じて、小学生の低学年を対象とした教育プログラムを作成した。教育内容としては、
小学生（低学年）の主人公が友人とのけんかをきっかけとして、こころの健康を学ぶストーリーである。
教育内容としては「心身相関」「感情」「こころの状態の自己洞察」、「こころの病」「ストレスと対処法」
である。Ⅲでは小学生の教育プログラムを基礎として、その内容と手法を検討した結果、ツールとして
は「ペープサート」を利用した芝居を活用し、伝える工夫としてはストーリーを織り交ぜた講義を作成
することとした。なお教育内容としては「こころの状態を知る」「ストレスとは」「感情とは」のテーマ
で構成した。 
考察 
昨今、メンタルヘルスの低下とともによりこころの健康に注目が集まっている。人生早期にこころの
問題を身近に感じて対処する能力を高めていくことはその後の人生に有益であると考える。小学生、中
学生にとって一定の効果が認められた教育プログラムを、同様の教育構築プロセスを経て作成できたこ
とは、そのプロセス自体にも価値があると考える。今後は、本研究で作成した幼児の教育プログラムツ
ールが有効であるのかどうか、教育実施を通じて評価することで効果を検証する必要がある。 
結論 
 幼稚園児を対象とした教育プログラムツールの開発を目的として、組織化した研究会をベースに検討
を重ねた結果、小学生教育プログラムの低学年版を経て、幼児対象の「こころの状態を知る」「ストレ
スとは」「感情とは」の内容を含んだ教育プログラムツールが完成した。 
発表予定  15thEAFONSにて発表（予定）。 
